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豊岡市竹野町の概要
～但馬地方の美しい海岸線と豊かな自然に恵まれた町～

 基本情報

人口： 4,115人（2020年国勢調査）

面積： 102.79 km²

世帯数： 1,486世帯（2020年国勢調査）

人口密度： 約40人/km²

 地理的位置

兵庫県北部（但馬地域）に位置し、北は日本海に面しています。東は

豊岡市・城崎町、西は香美町・美方郡村岡町、南は日高町に接してい

ます。三方を山に囲まれ、中央部を竹野川が北流し、下流域に小平野

を形成しています。

 アクセス

電車：JR山陰本線「竹野駅」下車

車：大阪から約3時間、神戸から約2時間30分

最寄空港：但馬空港（車で約40分）

 町の特徴

美しい海岸線「日本の渚百選」に選ばれた竹野浜海水浴場

山陰海岸ジオパークに属し、特異な地質・地形を観察可能

面積の約9割が山林で豊かな自然環境

北前船の寄港地として栄えた歴史的背景

伝統的な焼杉板の家屋が残る特徴的な町並み

※平成17年に1市5町（豊岡市、城崎町、竹野町、日高町、出石町、但東町）が合併し現在の豊岡市に 参考：令和2年国勢調査、豊岡市公式ウェブサイト



学校様と旅行会社様の抱える課題と背景

 社会的背景と課題

 バス代の高騰

人手不足やコスト増加により、団体移動手段の確保が困難に。予算オーバーが発生

しやすい状況に。

 地方大型ホテル・旅館の規模縮小化

大規模団体の受け入れ施設が減少。学校団体の宿泊先手配が年々難航している状

況。

 地域事業者の廃業

後継者不足や人手不足により、体験施設や地域サービスが減少。活動内容の選択肢

が制限される。

 学生数の減少

少子化により団体規模が縮小。一部地域では採算が取れなくなり、従来の教育旅行

モデルが維持困難に。

 宿泊施設の課題と解決方向性

 受け入れ体制の整備と施設選択

学生団体の規模に合わせた設備・スタッフ配置が難しく、適切な施設選びが課題

に。

 複数施設の連携による収容力確保と活動空間の多様化

 学校の目的に合わせた施設マッチングと事前準備の徹底

 地域との連携と住民関係

地域住民との良好な関係構築や地域資源の効果的活用が課題。

 地域住民との交流会や伝統文化体験の組み込み

 地域清掃活動・ボランティア要素の追加による双方向価値創造

 コストと地域経済への貢献

予算制約の中で質の高い体験提供と地域経済活性化の両立が困難。

 地域特産品の販売体験や地元食材活用による経済循環の促進

 体験内容の最適化とワンストップ対応による運営コスト削減



高校のオリエンテーションの目的

 オリエンテーションの目的

 情報提供

新入生が高校生活をスムーズに始められるよう、学

校生活や学習に関する必要な情報を提供

 不安解消

生徒の不安を解消し、高校生活への期待感を高める

場を提供

 交流促進

グループワークやディスカッションを通して生徒同

士の交流を深め、学校生活をより楽しくする

 自覚向上

高校生としての自覚を持ち、学習意欲を高めるきっ

かけを作る

オリエンテーションは、高校生活を充実させるた

めの重要な第一歩です

積極的に参加し、有意義な時間を過ごしましょう

 プログラム内容例

 学校生活の説明

校則、進路指導、学習方法、生活指導など、高校生

活を送る上で必要な情報

校則説明 進路情報 学内施設案内

 学習に関する説明

履修登録の説明、プレースメントテストなど、授業

準備に関する情報

履修登録 テスト説明 学習方法

 生徒間の交流

グループワークやディスカッションを通して、他の

生徒と交流し視野を広げる機会

アイスブレイク グループワーク 決意表明

 その他

健康診断、必要書類の配布、部活動紹介など

健康診断 書類記入 部活動体験

 期待される効果

 スムーズな適応

新しい環境への不安を軽減し、高校生活にスムーズ

に適応できるようになる

 学習意欲の向上

高校での学びの目的や方法を理解し、主体的に学ぶ

姿勢を育む

 人間関係の構築

クラスメイトや教員との良好な関係を早期に構築

し、協力的な学習環境を作る

 目標設定と自己管理

高校3年間の目標を明確にし、時間管理や自己管理
能力を養う機会となる



教育現場の課題とたけたん事業のソリューション

 教育旅行における課題

過重な労働負担

高等学校における教育旅行に関して、教員が最も不満を感じているのは 準

備に伴う長時間労働 や、業務外の時間における対応です。

高等学校教員の平均残業時間

95時間/月
日本教職員組合「2022年学校の働き方改革に関する意識調査」より

 宿泊先との調整・スケジュール管理

 現地での安全管理・緊急対応体制

 教育効果の高いプログラム設計

教育現場の変化

新学習指導要領により、「正解主義型」の教育から「構想力型」の教育への転換が求め

られています。探究学習の導入は必須ですが、その設計・運営は教員の新たな負担とな

っています。

 たけたん事業のソリューション

 丸投げでOK

カリキュラムのご提案からお部屋割りまで全て丸投げで対応。200名様まで受入れ実績が
ある当ホテルが全て手配をいたします。教員の皆様は煩雑なお手配をする事なく、本来

の教育に専念できます。

 専門コンシェルジュ

大手旅行代理店で受入実績もある経験豊富なコンシェルジュがタビマエから寄り添って

サポートいたします。コンテンツの設計やファシリテートなど、御校の課題に合わせた

ご提案をサポートいたします。

 豊富な学習内容

大自然に囲まれた地方都市だからこその様々な課題が探究心をくすぐります。地域企業

との連携による社会学や、豊富なジオスポットでの地質学など様々なテーマの中から課

題設定をすることができます。

探究・キャリア教育に最適なフィールド

探究学習
自分自身で学習テーマを設定し、体験で得た知識を基

に考察を深めることで、生徒の主体性を引き出しま

す。

キャリア教育
探究学習やグループでの協働活動などの実践型のキャ

リア教育や、企業等での体験学習を通じて、自分なり

の職業観を形成します。





竹野町の魅力 〜海と歴史が織りなす探究フィールド〜

 竹野町の探究フィールド

 美しい海岸線
山陰海岸ジオパークに属し、AA水質評価の海水浴場。豊かな海洋生態系と絶景
が魅力。

探究：海洋環境保全と観光の両立

 猫崎半島の地形と化石
「お昼寝キューピー」の別名を持ち、甌穴やゾウの足跡化石が見られる地質学

的宝庫。

探究：地形形成の歴史と古生物学

 焼杉板の伝統的な町並み
炭化した杉板を外壁に使用した伝統家屋。防火・防腐効果があり、独特の景観

を形成。

探究：伝統建築技術の現代応用

 北前船の歴史と文化
鷹野神社や北前館など、かつて北前船で栄えた歴史遺産。日本海交易の証が残

る文化交流拠点。

探究：海運業の地域文化への影響

 教育プログラム価値

自然科学 地質学 海洋生物 環境保全 歴史探究 文化交流 建築技術

 アクセス

 大阪から特急で約3時間（JR大阪駅→竹野駅）

 大阪から約3.5時間  但馬空港から車で40分
※竹野町は兵庫県最北端、日本海に面した自然豊かな地域です




